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一.　一..一.一一.ゴ.

r一

今
年
度
下
牟
期
に
於
け
る
内

地
産
米
の
量
、
偵
に
就
て

伊

丹

萬

里

内
地
米

の
産
額

に
付

て
は
年
々
當
該
官
羅
に
於

て
之
を

調
査
す
ご
雌
も
、
其
数
字
は
必
申
し
も
正
確
な
ら
す
、

昨
年

の
産
額
五
千
四
百
六
十
萬
石
こ
な
す
も
叉
も
こ
よ

り
概
算
な
る
を
見
れ
.す
、
既

に
其
年
産
額

の
藪
.量
に
於

て
撚
り
、
呪
ん
や
昨
秋
端
境
期

の
混
鼠
状
態
を
受
け
て

未
曾
有
の
一型
～調
を
縄
来
れ
る
今
年
度
上
必†
期
一以
後
に
於

け
る
内
地
産
米

の
正
確

な
る
量
、儂
を
豫
想
せ
ん
ε
す
る

が
如
き
は
蓋
.至
難

の
業

π
り
、
藪
に
今
年
度
下
半
期

に

於
け
る
内
地
産
米
の
量
、
債

と
謂
ふ
も
決
し
て
的
確
な

る
敷
字
上
の
量
、
償
を
謂
ふ
に
あ
ら
争
、
軍
に
概
括
的

に
今
年

の
下
年
期
に
於
て
は
昨
年
の
そ
れ

の
如
く
米
量

凡

策
九
巻

(第
二
號

=
一四
)

三
三
四

の
不
足

を
告

ぐ

る
虞

な
き
か
、
米
償

は
し
か
く
昂
騰

せ

ざ

る
や

否

や
等

の

大
鑑
を

豫
怨

せ
ん

ε
す

る
に

過

ぎ

す

、
而
し
て
黒
人
筋

の
見
込

を
聞

く
も
十
人

十
色
に
し

て
未

だ
必
ず

し
も
其
蜆

る
所
を
同

ふ
せ
ず

オ
雌

も
其

大

綱

に
於

て
蹄

一
す
る
所

を
捉

へ
昨
年
上
半
期

に
於
け

る

内
地
産

米
需
給
状
態

ご
今
年

の
そ
れ

ε
を
較

量
せ
ぱ
自

ら
左

の
如

き
大
艦

の
豫

想
を

な
す
ご
ε
を
得

べ
し
。

一
昨
年
賎
新
穀
出
[初

め
時
季

の
相
腸

は
石
十
⊥
ハ
、
七

風

な
り

し
に
昨
年
度

に
於

て
は
二
十

四
、
五
圓

の
高
値

な
り
し
爲
め
産

地

分
買
付

け
極

め

て
順

調

に
行

は
れ
、

註

塑
煎
米
に
依
剛
て
最
近
鍛
牟
間
の
新
穀
出
初
時
期
⑦
相
場
為
見
ろ

に
.・
大
正
三
年
十
二
月
よ
り
璽
四
年
二
月
頃
ま
で
+
二
圓
一
十
三

圓
五
十
鍍
、
同
座
卑
†
二
月
よ
り
五
年
二
月
頃
ま
で
十
三
圓
五
†

鐘
一
十
四
圓

同
五
年
十
二
月
よ
り
大
年
二
月
頃
ま
で
十
六
圓
五

十
銭
々
上
下
す
、
而
t
て
同
大
年
玉
囲
米
エ
リ
漸
騰
し
て
二
十
画

よ
q
八
月
に
に
二
十
二
圓
、
十
一
月
に
至
り
新
穀
出
つ
る
も
荷
漸

騰
な
績
げ
二
+
四
圓
こ
な
り
、
同
七
年
二
月
F
に
二
十
六
圓
五
†

圓
ξ
な
る
、
以
上
の
加
音
鍛
年
の
漸
騰
11
或
に
之
々
以
て
絶
頂
ξ

な
る
や
も
知
る
べ
か
ら
す
こ
な
し
農
民
競
ふ
て
持
米
な
手
離
ゼ

リ
む

市
場

の
在
米
豊
富
こ
な
り
都
市
に
於
て
は
普
通
、
市
民

は
勿
論
工
場
大
商
店
其
他

一
般
の
勢
働
者
に
至

る
ま
で

,



冒

「

其

吹
入

の
多
ぎ

を
鰻

み
、
士
山
ピ
し

て
丙
地
米

を
清
費

し

註

紡
績
工
場
其
他
の
工
場
に
て
も
大
抵
.内
地
米
な
用
ひ
大
商
店
等
の

使
用
人
な
.守」
も
牧
谷
多
き
に
飯
米
の
不
良
な
る
も
の
な
以
て
し
て

11
漏
足
ぜ
ず
、
舞
働
着
11
法
外
に
賃
銀
攻
入
の
増
加
し
た
ろ
矯
め

奢
侈
に
流
れ
最
頁
の
丙
地
米
海
食
し
た
り
o

且

つ
唯
・に
飯

米

ε
し
て

の
み
な
ら
す
、
或

は
糊

、
菓

子

製
粉

等

の
原
料

に
も
盛

に
轄
用

せ

ら
れ

駐

米
二
十
五
圓
の
常
時
に
於
て
小
奏
ば
二
十
五
圓
以
上
の
高
値
な
り

し
爲
め
粟
子
、
糊
等
の
内
地
消
費
品
の
.み
な
ら
す
外
画
に
輸
出
す

る
小
饗
粉
ト
も
米
粉
な
混
用
し
た
り
、
某
製
粉
所
が
米
を
用
ひ
た

ろ
は
其

一例
也
。

加
之
、
露
、
支

、
米
等

に
も
相
當

に
鹸
…出

せ
ら
れ
た

り

註

概
算
七
八
十
萬
石
は
輸
出
妊
ら
れ
た
る
如
し

如
.右
右

様
な
れ

ば
外
米

、
支

那
米

、
毫

淘
米
等

の
輪

移

入

の
減

少
は
當
然

ご
云
ふ

べ
く
朝
鮮

米

の
移
入

に
も

大

に
影
響

し
拠
り
然

る
に
之

ご
同
時

に
田
舎
地
方

に
於

て

も
世

の
好
景
氣

に
乗

じ
て
大

、
中

農
ば
勿
論
小
農

及
地

方
勢
働

者

に
よ

り
て
多
額

に
消
費

せ
ら
れ

、
四
月

に

及

び
て
は
既

に
早

く
内

地
産
米

は
其

山
越
を

稔
ふ

る
に

至

れ

り
。

註

買
付
米
ば
殆
ん
、嘘
市
場
に
出
で
農
民
城
唯
だ
其
食
料
米
の
み
為
残

し
て
特
米
の
儀
俗
な
春
に
至
れ
り

雑

録

A
・年
度
下
半
期
に
於
け
ろ
内
地
産
米

の
量

、
個
に
就
て

.

如
斯
に
し
て
丙
地
米

の
浪
費
と
韓
用
ε
及
び
輸
出
ε
施

米

の
輸

入
不
振
ご
は
果
然
六
、
七
月
に
至
り
て
早
く
も

其
在
米

の
.不
足
を
告
げ
四
†
圓
突
破

の
高
値
を
呼
び
端

境
に
近
く
に
及
ん
で
更
ら
に
愈
々
昂
騰

の
気
配
を
示
し

た
り註

三
月
二
十
六
圓
五
十
罐

四
月
二
十
七
圓
五
十
鐘
、
六
月
二
十
入

圓
五
十
鍍
、
七
月
三
†
五
圓
-
四
十
圓
コ豊
前
米
に
よ
ろ
」

次
で
米
騒
動
を
招
致
す
る
に
至
り
て
政
府
は

一
方

に
暴

利
取
締
令
を
適
用
す
る
と
同
職
に
他
方

に
外
米
輸
入
を

企
て
地
方
民
其
他

の
持
米
を
験
容
し
、
叉
地
方
も
都
會

も
盛
に
心原
質
を
行

ひ
て
只
管
外
米
償
、
米
量
の
調
節
を

圖
ら
ん
ε
せ
し
も
而
も
小
質
店
に
於
け
る
正
米
は
依
然

ε
し
て
漸
騰
五
十
三
圓
の
[高
値
を
崩
さ
争
既
に
十
月
に

は
例
に
な
く
北
陸
地
方

の
新
穀
な
ご
早
く
も
中
國
筋
に

荷
動
を
初
め
、
愈

々
以
て
襲
来
の
不
足
を
暴
露
し
旋
り

季
年
に
あ
り
て
は
十
月

に
至
b
新
穀
出
つ
る
も
實
需
要
.

に
取
引
さ
る
、
こ
ε
少
く
、
多
く
は
十

一
月
中
旬
以
後

十

二
月
に
入
り
て
漸
く
新
穀
に
手
を
付
く
る
を
静
電
す

故
に
昨
年
度
末
は
唯
だ
に
残
米

の
鋤
底
し
た
り
し
の
み

な
ら
す

一
ケ
月
位
の
食
込
を
な
し
な
る
も

の
ご
観
る
べ

第
九
巻

(第
二
號

一
二
五
)

三
三
五



'

雄

鎮

今
年
度
下
中
朗

吟
於
け
ろ
内
地
産
米
の
量

、
便

に
就
て

し
、
加
之
昨
秋

の
股

穫
は
平

年
作

な

り
し

を
以
て

自
然

の
成
行

に
放
置

せ
ば
本
年
度

下
半
期

の
端
境
期

に
於

げ

る
米

の
不
足
は
昨
年

に
比
し

て

一
層

甚

し
か

る
べ
き
也

於
藪
官

民
共

に
之
を
憂

慮

し
帥

ち
種

々

の
補

充
策

行
は

る
。政

府

に
於

て
は
關

稔
撒

塵

、
定
期

の
外
米

代
用

等
を

許
し

て
外
米

の
輸

入
を
奨
.鋤

し
、
民
間

に
於

て
は
節

食

、

,混
食

(
代
金
論
等
盛

に
行
は
れ
都
曾

に
於

け

る
工
場

、
大
・

、商
店

、勢

働
者
等

は
勿
論
普
通
家

庭

に
於

て
も
減
食

、混

、

食

、
代
食

を
賢
行

し

註
.
工
場
に
て
は
内
地
米
よ
り
鮮
米
一
墓
濁
更
ら
に
外
米
等
を
用
69
る

に
至
り
大
商
店
等
に
於
て
も
好
温
気
な
み
に
下
瓦
米
な
用
ひ
て
に

使
用
人
の
不
干
を
招
着
し
も
世
論
心
樋
こ
し
て
饗
食
、
混
食
或
ば

代
良
筆
ま
で
も
當
然
ε
し
て
強
腰
ろ
に
.至
り
、
工
場
労
働
者
等
に

夜
間
の
第
四
食
々
屡
止
し
て
三
食
ε
な
す
あ
り

　般
勢
働
者
も
文

末
便
の
高
春
病
め
自
然
節
食
す
み
こ
ご
曳
な
り
、
普
通
家
庭
も
種

々
.の
調
理
法
存
案
出
し
て
米
食
に
代
ゆ
る
こ
ピ
為
努
め
た
り
Q

大

に
内
地

米

の
節
約

に
努

め
叉
地

方
農
民

に
あ
り

て
は

圭

こ
し
て
端
境

期

に
於

け

る
米
償

の
昂
騰

を
見

越

し

て

樹

家

の
消
費
を
代
食

に
て
綿
減

ナ

る
と
共

に
容

易

に
其

持

米
を
手

離

さ
す

償
翔九
巻

(筑
州二
號

}
一
工
ハ
)

】一=
二
占ハ
.

.

誼

四
國
、
九
州
、
中
国
筋
等
も
貿
管
思
に
し
か
ら
で
農
民
の
耐
久
力

意
外
に
.強
し

内

地
産
米

の
市
場

に
出
つ

る
も

の
遅

々

ご
し

て
、
爲

め

に

正
米
市
債

は
依
然

`
し

て
高
く

、
如
斯

に
し

て

「
暦

都
市

に
.於

け

る
内

地
米

の
消
{賛
且
里
を
牽
・制

し
、
昨
年

の

如

き
露
、
支

、
米
等

に
封

ず

る
鹸
…出
無
之
は
勿

論
、
菓

子

、
製
粉
等

に
使
用

せ
ら

る

Σ
こ

ご
減

じ
忙

る
は
更
也

外
米

、
朝

鮮
米

、
蔓
溝
米

、
支

那
米

等
の
楡
移

入
続

々

と
し
て
行

は
れ
-

註

碓
牟
十
月
以
降
の
輸
移
入
は
外
米
μ
殆
ん
ご
二
百
萬
石
F
近
く
朝

鮮
米

】
百
萬
石
、
支
那
塵
歯
来
合
し
て
再
三
+
萬
和
以
上
ド
し
て

既
往
十
年
間
の
同
季
韓
人
最
中
最
多
額
の
新
記
錐
ξ
爾
ぜ
ら
る
。

米

の
出
づ
・る
こ
と
少

き

と
入

る
ご

ざ
多

き
ε
彼
此
相
惹

じ
て
昨
秋

以
来
少

く
こ
も
約

八
百
萬
石

の
補
充
節
約

を

な
し
得
π

り

ご
云

ふ

べ
し

、
更

ら

に
俗
外

米

ば
百
萬

石

り

の
輸
入
可
能

を
存
し
、
鮮
木
は
例
年
に
て
は
百
萬
石
内

外

の
移
入
を
見

る
に
通
ぢ
ざ

る
も
今
年
は
満
洲
方
面
よ

り
粟
を
移
・入
し
て
代
食
ε
し
共
産
米

の
輸
出
量
増
加
を

圓
り
し
が
故
.に
面

こ
百
萬
石
内
外

の
移
出
能
力
を
有
す

街
支
那
に
ぼ
防
戦
令
あ

る
も
江
蘇
米
は
大
連
、
毫
灘
、

`
青
島
に

廻
送
せ
ら
れ
て

我
姻
に
韓
入

の
途
あ
り
、

塁



・

ダ

酵

に
於

て
あ
移
出
禁
止

の
総
督
府
令
撤

せ
ら
れ
内
地
移

入

の
自
由
あ
り
、
倍
々
目
下
の
猷
態
に
て
は
本
年
度
下

年
期

に
於
け
る
在
米
は
相
當
潤
澤
な
る
べ
く
米
贋
も
中

庸
を
得
る
も

の
ε
親
捌
せ
ち
る
。

撚
れ
ご
も
昨
今
の
定
期
米
暴
落
の
駕
め
外
米

の
来
翰

八
分

一
百
萬
石
の
輸
入
は
A
-
の
所
採
算
上
行
胸
み
ご
起

り
皇
、
解
氷
等
の
移
入
影
響
を
受
け
、
㎝
方
.正
米
償
幣
又

漸
次
下
向

の
非
を
示
さ
ん
ご
す
る
が
爲
あ
飯
米

の
不
足

に
封
ず
至

般
民
.心
の
緊
張
柳
か
弛
緩

し
だ
る
の
恐
れ

な
き
に
あ

ら
ざ

る
も
今
年

吟
米
、
饗

作
柄

に
し
て
非

常

な

る
凶
作
に
あ

ら
ざ

る
限

り
、
ヌ
政
府

或

は
大
資
本

家

に
於

て
妄

り
に
不
自
然

な
る
或

は
.不
當

な

る
政
策

、
商

略
を
張
行

し

て
人

心

に
異
常

の
刺
戟
を

興

へ
ざ

る
限

り
.

駐

米
に
商
人
間
に
於
て
ば
怪
物
幌
ぜ
ら
る
、
人
心
の
無
配
「
つ
に
て
一

或
は
有
餓
る
に
隠
れ
或
は
皆
無
幌
ぜ
ら
れ
な
る
に
何
れ
よ
り
か
出
.

現
す
不
思
議
の
も
の
也
。
昨
年
冨
地
に
於
て
飯
米
廉
萱
の
行
に
れ

た
最
中
に
毎
日
制
限
量
の
来
々
貿
ふ
て
に
之
為
質
屋
に
入
れ
其
入

れ
た
る
金
に
て
米
市
.貿
ふ
こ
直
な
繰
返
す
こ
ミ
が
流
行
し
質
物
倉

が
米
倉
に
髪
つ
た
の
へ
少
く
電
か
つ
た
ε
言
ふ
例
が
あ
り
ま
す
。

今
日

ま
で

の
食
延

べ

馬

註

地
方
農
民
の
食
延
べ
、
手
持
米
に
意
外
に
多
額
な
る
も
の
、
如
く

雑

録

肚
會
問
題
評
論

に
し
て
下
中
期
に
於
て
或
ば
意
外
の
緯
果
々
見
ん
も
簸

ろ
ぺ
か
ら

す
。

[
及

輸

入

註

既
輸
入
分
の
外
米
中
未
だ
消
費

ぜ
ら
れ

ざ
る
も
の
東
京
可
神
戸
等

に
て
百
酬禺
石
葎
有
す
。

を
以
て
優

に
端
境
期
に
備
ふ
る
に
足
.る
べ
く
、
若

し
儂

格

に
し
て
法
外
な
る
暴
騰

の
勢
を
示
さ
ば
上
述

の
如
き

輸
入
可
能
力

の
随
時
實
現
蓬
な

る
べ
く
從

、つ
て
此
儘

に

て
も
今
年

の
下
年
期

に
於
け
る
飯
米
量

は
先
づ
少
く
ε

も
需
給

一
杯
ご
な
る
べ
く
債
格
も
眞

の
生
産
費
を
基
礎

.

ε
し
て
三
十
五
、
六
圓
の
所

を
上
下
す
る
も
の
ε
見

る
.

を
得

べ
き
乎
。
.

(大
正
入
牢
四
月
五
日
)

,
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